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(57)【要約】
【課題】本発明は、バックライトの色ムラを減らして均
一な面発光を実現することを目的とする。
【解決手段】液晶表示装置は、液晶表示パネル１０と、
有彩色で光透過性の配線基板１８と、カーボンブラック
を含有する材料からなる黒色遮光層３８を少なくとも含
む遮光テープ３４と、配線基板１８の第１面２０と黒色
遮光層３８に粘着する、無彩色で光透過性の粘着層４０
と、配線基板１８の第２面２２に対向する端部を有し、
端部が発光ダイオード２４の隣に配置されて、発光ダイ
オード２４からの光が入射する導光板２６と、導光板２
６を囲むフレーム２８と、一方の面がフレーム２８に粘
着し、他方の面が液晶表示パネル１０に粘着する両面粘
着テープ３６と、を有する。遮光テープ３４は、配線基
板１８の上方で、偏光板１４を避けて、ガラス基板１２
の周端部に接触する。両面粘着テープ３６は、偏光板１
４に粘着する部分を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルと、
　有彩色で光透過性の配線基板と、
　カーボンブラックを含有する材料からなる黒色遮光層を少なくとも含む遮光テープと、
　前記配線基板の第１面と前記黒色遮光層に粘着する、無彩色で光透過性の粘着層と、
　前記配線基板の、前記第１面とは反対の第２面に搭載された発光ダイオードと、
　前記配線基板の前記第２面に対向する端部を有し、前記端部が前記発光ダイオードの隣
に配置されて、前記発光ダイオードからの光が入射する導光板と、
　前記導光板を囲むフレームと、
　一方の面が前記フレームに粘着し、他方の面が前記液晶表示パネルに粘着する両面粘着
テープと、
　を有し、
　前記液晶表示パネルは、基板と、前記基板の周端部を避けて前記周端部に囲まれた領域
に貼り付けられた偏向板と、を含み、
　前記遮光テープは、前記配線基板の上方で、前記偏向板を避けて、前記基板の前記周端
部に接触し、
　前記両面粘着テープは、前記偏向板に粘着する部分を含むことを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２】
　請求項１に記載された液晶表示装置において、
　前記遮光テープ及び前記両面粘着テープによって、四角い枠が構成され、
　前記遮光テープは、前記四角い枠の一辺を構成し、前記両面粘着テープは残りの三辺を
構成し、
　前記両面粘着テープは、前記遮光テープが構成する前記一辺と対向する辺では、前記偏
向板を避けて前記基板の前記周端部に粘着し、他の二辺では、前記偏向板に粘着すること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載された液晶表示装置において、
　前記遮光テープは、前記黒色遮光層の、前記粘着層とは反対側に貼り付けられた白色遮
光層をさらに有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載された液晶表示装置において、
　前記遮光テープは、前記白色遮光層の、前記黒色遮光層とは反対側に貼り付けられた第
２黒色遮光層をさらに有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載された液晶表示装置において、
　前記第２黒色遮光層は、前記カーボンブラックを含有する樹脂層と、前記カーボンブラ
ックを含有するインクからなる印刷層と、を含むことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置のバックライトに、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）を光源として使用す
ることが知られている（特許文献１）。ＬＥＤは、フレキシブル配線基板に搭載されて導
光板の隣に配置される。フレキシブル配線基板の一部が導光板の上方に覆いかぶさり、そ
の上に遮光テープが配置されている。遮光テープは、ＬＥＤから出た光が外に漏れないよ
うにしている。遮光テープは、白色層と黒色層の二層構造からなり、白色層を下にして配
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置されている。ＬＥＤから出射した光の一部は、導光板を透過してフレキシブル配線基板
に入射してフレキシブル配線基板を透過し、遮光テープの白色層で反射して再度導光板の
内部に戻る。フレキシブル配線基板は、茶色又は黄褐色をしているので、これを透過して
遮光テープで反射した光は、茶色又は黄褐色になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２５１６８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のバックライトでは、元々、ＬＥＤの光が白色であっても、バックライトには茶色
又は黄褐色の光が混在するので色ムラが生じるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、バックライトの色ムラを減らして均一な面発光を実現することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明に係る液晶表示装置は、液晶表示パネルと、有彩色で光透過性の配線基板
と、カーボンブラックを含有する材料からなる黒色遮光層を少なくとも含む遮光テープと
、前記配線基板の第１面と前記黒色遮光層に粘着する、無彩色で光透過性の粘着層と、前
記配線基板の、前記第１面とは反対の第２面に搭載された発光ダイオードと、前記配線基
板の前記第２面に対向する端部を有し、前記端部が前記発光ダイオードの隣に配置されて
、前記発光ダイオードからの光が入射する導光板と、前記導光板を囲むフレームと、一方
の面が前記フレームに粘着し、他方の面が前記液晶表示パネルに粘着する両面粘着テープ
と、を有し、前記液晶表示パネルは、基板と、前記基板の周端部を避けて前記周端部に囲
まれた領域に貼り付けられた偏向板と、を含み、前記遮光テープは、前記配線基板の上方
で、前記偏向板を避けて、前記基板の前記周端部に接触し、前記両面粘着テープは、前記
偏向板に粘着する部分を含むことを特徴とする。本発明によれば、配線基板が有彩色であ
るが、遮光テープの黒色遮光層が光を吸収するので、反射する光を減少させることができ
、バックライトの色ムラを減らして均一な面発光を実現することができる。また、遮光テ
ープの適用を必要な箇所だけに抑えて、それ以外の部分では両面粘着テープを使用するの
で材料のコスト上昇を抑えることができる。
【０００７】
　（２）（１）に記載された液晶表示装置において、前記遮光テープ及び前記両面粘着テ
ープによって、四角い枠が構成され、前記遮光テープは、前記四角い枠の一辺を構成し、
前記両面粘着テープは残りの三辺を構成し、前記両面粘着テープは、前記遮光テープが構
成する前記一辺と対向する辺では、前記偏向板を避けて前記基板の前記周端部に粘着し、
他の二辺では、前記偏向板に粘着することを特徴としてもよい。
【０００８】
　（３）（１）又は（２）に記載された液晶表示装置において、前記遮光テープは、前記
黒色遮光層の、前記粘着層とは反対側に貼り付けられた白色遮光層をさらに有することを
特徴としてもよい。
【０００９】
　（４）（３）に記載された液晶表示装置において、前記遮光テープは、前記白色遮光層
の、前記黒色遮光層とは反対側に貼り付けられた第２黒色遮光層をさらに有することを特
徴としてもよい。
【００１０】
　（５）（４）に記載された液晶表示装置において、前記第２黒色遮光層は、前記カーボ
ンブラックを含有する樹脂層と、前記カーボンブラックを含有するインクからなる印刷層
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と、を含むことを特徴としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置のII-II線断面図である。
【図３】図１に示す液晶表示装置のIII-III線断面図である。
【図４】図１に示す液晶表示装置のIV-IV線断面図である。
【図５】遮光テープ及び両面粘着テープを示す平面図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の変形例１を説明する図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の変形例２を説明する図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の変形例３を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置を示す平面図である。図２は、図１に
示す液晶表示装置のII-II線断面図である。図３は、図１に示す液晶表示装置のIII-III線
断面図である。図４は、図１に示す液晶表示装置のIV-IV線断面図である。
【００１４】
　液晶表示装置は、液晶表示パネル１０を有する。液晶表示パネル１０は、一対のガラス
基板１２を有し、両者間には図示しない液晶が介在する。一方のガラス基板１２は、薄膜
トランジスタ、画素電極及び配線などを含むＴＦＴ（Thin Film Transistor）基板（又は
アレイ基板）であり、他方のガラス基板１２はカラーフィルタ基板である。液晶表示パネ
ル１０の駆動方式は、IPS（In Plane Switching）方式、TN（Twisted Nematic）方式又は
VA（Vertical Alignment）方式などいずれの方式であってもよく、方式に応じた電極及び
配線が形成される。
【００１５】
　ガラス基板１２の周端部を避けて周端部に囲まれた領域には偏光板１４が貼り付けられ
ている。また、一方のガラス基板１２の周縁部には、液晶を駆動するためのドライバ回路
を内蔵する集積回路チップ１６が搭載されている。
【００１６】
　液晶表示装置は、配線基板１８を有する。配線基板１８は、有彩色（例えば黄褐色）で
光透過性を有する。配線基板１８には、図示しない配線パターンが形成されており、配線
パターンは光を反射する。配線基板１８は、第１面２０及びその反対側の第２面２２を有
する。配線基板１８は、少なくとも一方のガラス基板１２の少なくとも周縁部と重なるよ
うに配置されている。また、配線基板１８は、集積回路チップ１６と重なるように配置さ
れている。
【００１７】
　液晶表示装置は、発光ダイオード２４を有する。発光ダイオード２４は、配線基板１８
の第２面２２に搭載されており、配線基板１８上の図示しない配線パターンと電気的に接
続されている。配線基板１８は、発光ダイオード２４と重複する部分と、発光ダイオード
２４の周囲から突出する部分と、を含む。発光ダイオード２４は、白色光を発するように
なっている。
【００１８】
　液晶表示装置は、導光板２６を有する。導光板２６は、点光源としての発光ダイオード
２４の光を、面光源に変換して、液晶表示パネル１０に照射するためのものである。導光
板２６の面発光する表面は、液晶表示パネル１０と対向する。
【００１９】
　導光板２６は、発光ダイオード２４からの光が入射するように、端部が発光ダイオード
２４の隣に配置されている。図２では、発光ダイオード２４と導光板２６が接触している
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が、両者間に隙間があってもよい。また、配線基板１８の第２面２２の一部（発光ダイオ
ード２４と対向する部分の隣接部分）は、導光板２６の端部（発光ダイオード２４から光
が入射する部分）の上方を覆う。言い換えると、導光板２６の端部の上面が、配線基板１
８の第２面２２（発光ダイオード２４と対向する部分の隣接部分）に対向する。
【００２０】
　液晶表示装置は、フレーム２８を有する。フレーム２８は、樹脂成形品であってモール
ドともよばれる。フレーム２８は、導光板２６及び発光ダイオード２４を囲んで保持する
。フレーム２８は、液晶表示パネル１０を内側で支持するようになっている。導光板２６
と液晶表示パネル１０の間には、拡散シート及びプリズムシートなどの光学シート３０が
配置されている。また、導光板２６の、光学シート３０とは反対側には、反射シート３２
が配置されており、反射シート３２もフレーム２８に固定されている。
【００２１】
　液晶表示装置は、遮光テープ３４及び両面粘着テープ３６を有する。図５は、遮光テー
プ３４及び両面粘着テープ３６を示す平面図である。遮光テープ３４及び両面粘着テープ
３６によって、四角い枠が構成されている。遮光テープ３４は、四角い枠の一辺を構成し
ている。両面粘着テープ３６は、残りの三辺を構成している。
【００２２】
　遮光テープ３４は、黒色遮光層３８を含む。図２に示す遮光テープ３４は黒色遮光層３
８のみからなる。黒色遮光層３８は、黒色であるため光を吸収し、光の反射を減らすこと
ができる。また、黒色遮光層３８は、カーボンブラックを含有する材料からなるので導電
性を有する。遮光テープ３４は、配線基板１８の上方（発光ダイオード２４とは反対側）
に配置されている。遮光テープ３４は、集積回路チップ１６と配線基板１８の間に配置さ
れている。
【００２３】
　配線基板１８と遮光テープ３４の間には粘着層４０が介在して両者に粘着している。粘
着層４０は、配線基板１８の第１面２０と黒色遮光層３８に粘着する。粘着層４０は絶縁
体から構成されており、黒色遮光層３８と配線基板１８の間の電気的絶縁性を図ることが
できる。
【００２４】
　粘着層４０は、無彩色で光透過性を有するため、発光ダイオード２４から出射して配線
基板１８を透過して来た光は、粘着層４０も透過して黒色遮光層３８に進行する。遮光テ
ープ３４は、偏光板１４を避けて、ガラス基板１２の周端部に接触している。ただし、遮
光テープ３４には粘着性又は接着性が無いので、ガラス基板１２が遮光テープ３４上に載
っているだけである。遮光テープ３４上にガラス基板１２が載るように、遮光テープ３４
の厚みが設定されている。つまり、必要に応じて、遮光テープ３４を厚く形成すれば、そ
の上面を高くすることができる。
【００２５】
　両面粘着テープ３６は、液晶表示パネル１０とフレーム２８の間に介在する。両面粘着
テープ３６の一方の面がフレーム２８に粘着し、他方の面が液晶表示パネル１０に粘着す
る。両面粘着テープ３６は、図２及び図４に示すように、偏光板１４に粘着する部分を含
む。図２及び図４に示す例では、両面粘着テープ３６は、ガラス基板１２には接触してい
ない。
【００２６】
　本実施の形態によれば、配線基板１８が有彩色であるため、これを透過する光は有彩色
になる。しかし、遮光テープ３４の黒色遮光層３８が光を吸収するので、反射する光を減
少させることができ、バックライトの色ムラを減らして均一な面発光を実現することがで
きる。また、遮光テープ３４の適用を必要な箇所だけに抑えて、それ以外の部分では両面
粘着テープ３６を使用するので材料のコスト上昇を抑えることができる。
【００２７】
［変形例１］
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　図６は、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の変形例１を説明する図である。本変
形例では、図２に示す遮光テープ３４の代わりに、図６に示す遮光テープ１３４を用いる
。
【００２８】
　遮光テープ１３４は、黒色遮光層１３８の、粘着層１４０とは反対側に貼り付けられた
白色遮光層１４２を有する。黒色遮光層１３８と白色遮光層１４２の間には第２粘着層１
４４が介在して両者を粘着している。遮光テープ１３４は、白色遮光層１４２の、黒色遮
光層１３８とは反対側に貼り付けられた第２黒色遮光層１４６を有する。白色遮光層１４
２と第２黒色遮光層１４６の間には第３粘着層１４８が介在して両者を粘着している。遮
光テープ１３４のその他の内容は、図２に示す遮光テープ３４について上述した事項が該
当する。
【００２９】
　本変形例によれば、白色遮光層１４２によって、黒色遮光層１３８を透過した光を遮断
することができる。これにより、遮光テープ１３４の上方に位置する集積回路チップ１６
（図２参照）への迷光をさらに防止することができる。さらに、第２黒色遮光層１４６は
、白色遮光層１４２を覆うことで汚れを防止しており、それ自体が黒いため汚れが目立た
なくなっている。
【００３０】
［変形例２］
　図７は、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の変形例２を説明する図である。本変
形例では、図６に示す遮光テープ１３４の代わりに、図７に示す遮光テープ２３４を用い
る。図７において、第２黒色遮光層２４６は、カーボンブラックを含有する黒色の樹脂層
２５０と、カーボンブラックを含有するインクからなる黒色の印刷層２５２と、を含む。
遮光テープ２３４のその他の構成は、図６に示す遮光テープ１３４と同じである。
【００３１】
［変形例３］
　図８は、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の変形例３を説明する図である。本変
形例では、図２に示す両面粘着テープ３６の代わりに、図８に示す両面粘着テープ３３６
を用いる。
【００３２】
　上述した図２に示す例では、両面粘着テープ３６は、遮光テープ３４及び両面粘着テー
プ３６によって構成される四角い枠（図５参照）において、遮光テープ３４が構成する一
辺と対向する辺では、偏光板１４に粘着している。これに対して、図８に示す例では、両
面粘着テープ３３６は、遮光テープ３４が構成する一辺と対向する辺では、偏光板１４を
避けてガラス基板１２の周端部に粘着している。他の二辺では、図８に示す両面粘着テー
プ３３６も、図４に示す両面粘着テープ３６と同様に偏光板１４に粘着している。両面粘
着テープ３３６のその他の内容は、図２に示す両面粘着テープ３６について上述した事項
が該当する。
【００３３】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例
えば、実施の形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成
又は同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００３４】
　１０　液晶表示パネル、１２　ガラス基板、１４　偏光板、１６　集積回路チップ、１
８　配線基板、２０　第１面、２２　第２面、２４　発光ダイオード、２６　導光板、２
８　フレーム、３０　光学シート、３２　反射シート、３４　遮光テープ、３６　両面粘
着テープ、３８　黒色遮光層、４０　粘着層、１３４　遮光テープ、１３８　黒色遮光層
、１４０　粘着層、１４２　白色遮光層、１４４　第２粘着層、１４６　第２黒色遮光層
、１４８　第３粘着層、２３４　遮光テープ、２４６　第２黒色遮光層、２５０　樹脂層
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、２５２　印刷層、３３６　両面粘着テープ。
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